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親子関係が青年の無気力感に与える影響
─エゴ・レジリエンスが果たす機能─

目白大学人間学部　小野寺敦子

【要　約】
本研究では青年期後期にある男女の幸福感や無気力感が父子関係／母子関係とどのようにか

かわっているのかについて次の２つの分析によって明らかにした。分析１では、まず父親・母
親に対する肯定的感情と否定的感情の男女差を検討した。その結果、女子は父母両者に対して
肯定的感情を男子よりも強くいだいていたが、否定的感情は男女で有意な差は認められなかっ
た。次に大学生の生活への満足感と幸福感が親への感情とどのように関連しているかを検討し
た。女子の生活満足感は母親に対する否定的感情とは負の関連が、父親に対する肯定的感情と
は正の関連がみられた。このことから女性が日々の生活に満足感を感じ、幸せであると思える
には父親との良好な関係を築くことが大切であるといえる。分析２では青年の無気力感が幼少
期からの親のしつけ方略とエゴ・レジリエンスとどのように関連しているのかについて共分散
構造分析を使って検討した。その結果、幼少期からの母親のほめるしつけが子どものエゴ・レ
ジリエンスを高め、そのエゴ・レジリエンスが無気力感を軽減させる要因として機能している
ことが推測された。

キーワード：エゴ・レジリエンス，無気力感、父親／母親への肯定的感情，否定的感情

問題と目的
「何をやっても楽しくない」「やる気が起きな

い」「毎日がつまらない」そう口にする若者が近
年、ますます増えてきている。こうした青年の
心理状態はステューデント・アパシー（student 
apathy）（笠原、1977；鉄島、1993）や無気力
感（小田、1991；下山、1997；下坂2001）と命
名され様々な角度から研究がおこなわれてい
る。特にアパシーや無気力感を測定する尺度は
数多く開発されており、 例えば鉄島（1993）は
アパシーを授業、学業、大学生活の３側面から
測定できる尺度を提案している。また下山

（1995）は無気力に陥りやすい性格特性に着目
し「張りのなさ」「自分のなさ」「味気なさ」の
３因子を明らかにする尺度を開発している。さ
らに下坂（2001）は無気力感として「自己不明
瞭」「他者不信・不満足」「疲労感」の３因子を
見い出し、中学生・高校生がいだく無気力感が

学習意欲や友人関係についての学校適応感と関
連していることを明らかにしている。

さきの鉄島（1993）は大学生のアパシー傾向
に親イメージがどのように関与しているかを検
討し、 アパシー傾向の強い男子は母親に対し父
性的イメージを強くいだいていることを明らか
にしている。さらに同傾向が強く、母親と密着
した関係にある女子は意欲が低い傾向にあると
鉄島は述べている。この鉄島の結果は、親子関
係が子どもの精神的健康に強い影響力を及ぼし
ていることを示している。親と子の関係のみな
らず、夫婦関係の良し悪しが子どもの精神的健
康に影響することを菅原・小泉・菅原（2002）
は指摘している。この菅原らの研究では夫婦関
係と子どもの抑うつとの関連を検討している
が、抑うつ傾向が高い子どもの母親は夫への愛
情が低いことが明らかにされている。

さて親から子への影響は両者の性の相互作用
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によっても異なる。父親と息子、母親と娘とい
う同性の組み合わせと父親と娘、母親と息子と
いう異性の組み合わせによって親からの影響が
異なってくるというのである。例えば小野寺

（1984）は父親と娘とのかかわりについて検討
し、 娘の結婚観や異性観に父親が重要な影響を
与えていることを指摘している。特に父親が母
親を情緒的に支持していると娘が評価している
場合、 父親を魅力的だと感じ自分も父親のよう
な男性と結婚したいと考える傾向があると小野
寺は述べている。また諸井（2006）は小野寺

（1984）が作成した尺度を使って父親と娘との
関係を分析している。その結果、小野寺同様に

「人間的魅力」「異性としての魅力」「両親間の親
和」の３因子を父親の魅力として抽出してい
る。さらに父親との過去の接触経験が現在の父
親への魅力度とどのように関連しているかを共
分散構造分析によって検討し、父親からの統制
的養育態度が現在の父親の魅力度を高めるとい
う結果を明らかにしている。つまり幼少期に父
親から厳しくしつけられていることが決して父
親への嫌悪感につながってはいないのである。
また日本における父娘研究について展望論文を
執筆している春日（2000）は、子どもの自尊感
情の高さは親との親密なかかわりに密接に関連
していることを示す論文を紹介している。そし
て特に娘が父親に対して良いイメージをいだい
ているほど、さらには父親からの情緒的支持を
感じているほど、娘の自尊感情が高くなるとい
う知見を述べている。

Block（1980）はやる気、情緒そして行動が
個人の中でバランスよく機能していくために重
要な要因としてエゴ・レジリエンスという概念
を提示し14項目からなるエゴ・レジリエンス
尺度を提起している。Blockによれば、このエ
ゴ・レジリエンスとは自我を調整する力であ
り、過度のストレスにさらされたときに適切な
適応状況に自我を導く力であると説明してい
る。小野寺（2007）は、 このBlock尺度を使用
しエゴ・レジリエンスの高低と母親の養育態度
との関連を検討している。その結果、 エゴ・レ
ジリエンスの高い母親は自信をもって子育てを
おこなっており、 柔軟な養育態度を示し、うつ
傾向も低く精神的に安定していることを明らか

にしている。
ところが2000年以降のレジリエンス研究で

はエゴがつかないレジリエンス（resilience）、
レジリエンシー（resiliency）という表現も登場
している。Masten & Reed（2002）はレジリエ
ンス（resilience）とは「逆境などの困難な状況
にうまく適応し乗り越える力」と定義してい
る。日本では小塩（2002）や石毛（2004）・石
毛・無藤（2005）がレジリエンスという概念を
使った研究をおこなっている。例えば小塩はネ
ガティブな出来事からの立ち直りを支える心理
的要因としてレジリエンスを掲げており、スト
レス状況下ではレジリエンスの強さがそれを乗
り切る要因として機能していることを示唆して
いる。また石毛（2004）は中学生のレジリエン
スと無気力感との関連について研究をおこな
い、石毛・無藤（2005）はレジリエンス尺度を
開発し「自己志向性」「関係志向性」「楽観性」
の３側面からレジリエンスをとらえている。

このように無気力感や親子関係（親と子の性
の相互作用）そしてレジリエンスの先行研究を
概観してみると、 現代青年の無気力感に父親／
母親が及ぼす影響を検討した研究、さらには無
気力感を抑制し生き生きとした充実した生活を
送るには何が必要かを検討した研究はこれまで
ほとんど行われていないことが示唆された。そ
こで本研究では青年の親との関係が、現在の無
気力感に与える影響を解明するとともに、無気
力感を抑制する要因としてエゴ・レジリエンス
をとりあげ、これらの諸要因間の関連を検討す
るモデルをたて分析をおこなっていくことにし
たい。具体的な分析過程においては次の２つの
視点から分析をおこなう。分析１では現代の青
年たちが毎日の生活がつまらないために無気力
感を感じることが多いという指摘に対し、それ
とは反対に生活への満足感が得られている青年
たちに注目し、こうした満足感の高い青年たち
が親にどのような感情をいだいているのかを検
討する。その検討は先の先行研究にあったよう
に親からの影響は子どもの性別によって大きく
異なることが予想されるので男女に分けて実施
する。次に分析２ではこれまでに受けてきた親
のしつけ方略と無気力感との関連を共分散構造
分析を使ったモデルを提起することで検討す
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る。その際、エゴ・レジリエンスがどのように
無気力感の軽減に関与しているかという視点を
取り入れることにする。そうした分析をとおし
て無気力感がどのような要因によって形成され
ていくのかというその形成機序を明らかにし、
こうした無気力感を少しでも軽減させるのにエ
ゴ・レジリエンスが果たす機能を検討したい。

方法
調査対象者：

Ｍ大学の大学生に対して授業時間内にアンケ
ートを配布したところ、 男子91名、 女子250名
の合計341名から有効回答を得ることができ
た。アンケート対象者の平均年齢は男子は18.6
歳、女子は18.4歳であった。調査の実施時期は
2007年の７月であった。
調査項目：

乳幼児期の子どもは親に身体的にも心理的に
も依存しているが、青年期になると親とのかか
わりは、依存から自立へと変化していくと考え
られる。すなわち青年は、あるときは親を心の
よりどころとするが、あるときには親を批判し
対立するといったアンビバレントな感情をいだ
いていると考えられる。そこで本研究では親を
頼りにし困ったときは意見を求め、自分の気持
ちを理解してほしいと思う感情を親への肯定的
感情、親をうっとおしく感じたり対立するとい
った感情を否定的感情ととらえ項目を設定し
た。
①�父親／母親に対する肯定的な気持ちを尋ねた

各６項目。これらの６項目には「困ったとき
には父親･母親にこれでよいかどうかをき
く」や「父親／母親には私の気持ちを常にわ
かってもらいたい」といった親から自分のや
っていることを認め、気持ちを理解してほし
いといった承認欲求、および「辛い時・悲し
いときには父親／母親のことを思い浮かべ
る」「父親／母親は私の心の支えである」とい
った親への愛着を示す内容が含まれている。

②�父親／母親に対する否定的な気持ちを尋ねた
各６項目（例：父親／母親とはわかりあえな
い部分がある。父親／母親から傷つくことを
いわれたことがある）。

③�父親／母親のこれまでのしつけ方略の評価：

「ほめるしつけ」５項目（例：父親／母親は私
のよいところをほめてくれる（くれた）、 父親
／母親はがんばれと励ましてくれる（くれ
た）。「けなすしつけ」５項目（例：父親／母
親は私を叱るときたたく（たたいた）、 父親／
母親から“バカ”とか“頭が悪い”とか言われ
る（言われた）。質問の教示文では「父親／母
親はあなたに対してこれまでどのような態度
をとってきましたか」と尋ね、幼少期から現
在に至るまでの親の養育態度を評価してもら
った。

④�現在の生活全体への満足感を明らかにするた
めに、 友人関係の満足感、 大学生活全般の満
足感、 親との関係の満足感そして生活全体の
満足感を尋ねた。

⑤�青年期の男女が現在の生活をどのようにとら
えているのかについて「無気力感」という視
点からとらえることにした。下坂（2001）の
無気力感尺度の19項目に加えて食生活の様
子（例：朝食を食べないことがある、 ファー
ストフードを食べる）と大学への授業への取
り組み（例：なんとなく授業をサボることが
ある、 朝寝坊などで授業に遅れることがあ
る）を含めた27項目を設定した。食生活や大
学での授業の取り組みに関する項目を加えた
のは、下坂の項目が無力感の“意識”に焦点を
あてた項目であったため、“生活態度”の側面
からも無気力感を検討することにしたためで
ある。

⑥�Block＆Kremen（1996）によるThe Ego 
Resilience Scale（ER89）の14項目

以上、 ①から⑥までの設問に対して「非常にそ
う思う」から「まったくそう思わない」までの
４件法で回答を求めた。

結果と考察
分析１：�父親・母親への肯定感・否定感が青年

の生活全体の満足感に及ぼす影響
（1）�父親／母親の肯定的・否定的感情の男女比

較
父親と母親に対する感情は男女によってどの

ように異なっているかを明らかにするために肯
定的な感情を示す６項目と否定的な感情を示す
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６項目について両群の平均値を男女別に求めそ
の差の検討をおこなった（Table1）。まず父親
への肯定的な感情として設定した６項目の中で
男女に有意な差が認められたのは「父親には私
の気持ちを常にわかってもらいたい」「何かす
るときには父親に励ましてもらいたい」「父親
は私の心の支えである」の３項目であり、いず
れも女性の平均値の方が男性よりも有意に高く
なっていた。女性は父親に対して自分の気持ち
を理解し認めてもらいたいという気持ちが強い
傾向がみられたことになる。それに対して母親
への肯定的な感情は６項目すべてにおいて女性
の平均値が男性よりも有意に高くなっていた。
このことから女性は母親を心の支えとし肯定的
な感情を強くいだいていることがわかった。し

かし男性も父親に対しては女性と同程度に辛い
時や悲しい時には父親のことを思い浮かべ、何
か重要な決定をするときには父親に意見を求め
る傾向があることも明らかになった。

では父親・母親に対する否定的な感情に男女
差はあるのであろうか。男女差が認められたの
は「父親と話をする時には気を使う」において
のみであり、男性の平均値の方が女性よりも高
かった。否定的感情を明らかにするために設定
したその他の項目において男女差は認められ
ず、父親および母親に対する否定的な感情

（例：父親・母親のことをうっとおしく感じる・
父親・母親から意見が対立することが多い）は
男女で同程度であることがわかった。

Table１　父親／母親への感情の男女比較（平均値と標準偏差を示す）

男子（91名） 女子（250名） ｔ値
1. 父親と話す時には気を使う 2.12（1.12）＞ 1.80（  .91） 2.65 **

母親と話す時には気を使う 1.66（  .85） 1.57（  .77） .86
2. 父親のことをうっとおしく感じる 2.12（1.00） 2.12（  .96） .03

母親のことをうっとおしく感じる 1.96（  .91） 1.88（  .80） .75
3. 父親とはわかりあえない部分がある 2.51（1.05） 2.43（  .98） .62

母親とはわかりあえない部分がある 2.28（  .99） 2.15（  .88） 1.15
4. 父親は私の生活に口出しする 2.20（1.02） 2.07（  .98） 1.10

母親は私の生活に口出しする 2.53（  .99） 2.44（  .96） .77
5. 父親とは意見が対立することが多い 2.21（  .98） 2.10（1.00） .92

母親とは意見が対立することが多い 2.22（  .93） 2.28（  .97） −.49
6. 父親に心が傷つくことを言われる 2.05（1.11） 2.06（1.03） −.08

母親に心が傷つくことを言われる 2.12（1.08） 2.17（1.02） −.40
7. 困ったときには父親にこれでよいかきく 2.26（1.16） 2.13（  .99） 1.01

困ったときには母親にこれでよいかきく 2.44（1.09）＜ 2.71（  .97） −2.20 *
8. 辛い時･悲しい時には父親のことを思い浮かべる 1.63（  .84） 1.79（  .85） −1.60

辛い時･悲しい時には母親のことを思い浮かべる 1.69（  .88）＜ 2.05（  .93） −3.21 ***
9. 父親に私の気持ちを常にわかってもらいたい 2.13（1.00）＜ 2.38（  .99） −1.20 *

母親に私の気持ちを常にわかってもらいたい 2.23（1.01）＜ 2.66（  .93） −3.64 ***
10. 何か重要な決定をする時には父親に意見を求める 2.30（1.07） 2.23（  .97） .55

何か重要な決定をする時には母親に意見を求める 2.45（1.00）＜ 2.74（  .96） −2.41 *
11. 何かする時には父親に励ましてもらいたい 2.20（1.01）＜ 2.32（1.05） −2.32 *

何かする時には母親に励ましてもらいたい 2.13（1.00）＜ 2.65（1.02） −3.88 ***
12. 父親は私の心の支えである 2.18（  .99）＜ 2.48（1.06） −2.35 *

母親は私の心の支えである 2.42（1.02）＜ 2.79（  .99） −2.92 **
*p＜.05，**p＜.01，***p＜.001
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（2）�父親／母親への肯定的・否定的感情項目の
因子分析結果

父親･母親への肯定的あるいは否定的感情と
して設定した上記の各６項目ずつが果たして肯
定的・否定的感情としてのまとまりある項目を
構成しているかどうかを確認するために男女の
デ ー タ を あ わ せ て 因 子 分 析 を 実 施 し た

（Table2）。
まず、主因子法による因子分析に続いてバリ

マックス回転を実施した。その結果、男女合わ
せた341名のデータでは第１因子に父親を心の
支えとし困ったときには意見を求め、自分の気
持ちを理解してほしいと思うといった内容にお
いて因子の負荷量が高く父親への肯定的感情が
抽出された（因子寄与率は37.65％）。次に第２
因子に父親への否定的感情６項目（因子寄与率
は18.20％）が入った。したがって第１因子を

「父親への肯定的感情」因子、第２因子を「父親
への否定的感情」因子と命名した。また母親デ
ータでは父親データと同様に第１因子に母親へ
の肯定的感情の６項目（因子寄与率は35.05
％）、第２因子には否定的感情の６項目（因子寄
与率は19.11％）となったため、それぞれ「母親
への肯定的感情」因子、「母親への否定的感情｣

因子と命名した。そして各因子の６項目の素点
を合計し項目数で割った合成得点を算出し「父
親への肯定的感情得点」「父親への否定的感情
得点」「母親への肯定的感情得点」「母親への否
定的感情得点」とした。内的整合性を検討する
ために各合成得点のα係数を算出したところ肯
定的感情の場合のα係数は父親が．834、母親
が.834、さらに否定的感情のα係数は父親が
.823、母親が.805という高い値が得られた。

（3）�父親／母親が行ってきたこれまでのしつけ
方略への評価

父親および母親が現在に至るまでに子どもに
対してとってきたしつけ方略を評価してもらっ
た。項目は「ほめるしつけ」「けなすしつけ」と
もに５項目ずつであった。（1）同様に男女の平
均値の比較を各項目ごとにおこなった。「けな
すしつけ」項目の５項目の中で男女差があった
のは「父親は私をしかる時たたく（たたいた）」
で男性の平均値（2.10、ＳＤ＝1.13）の方が女
性の平均値（1.73、ＳＤ＝1.01）よりも５％水
準で有意に高くかった（ｔ値＝2.84）。「ほめる
しつけ｣ 項目の中では「小さい頃父親は頭をな
でてくれた」（男子の平均値：2.52、ＳＤ＝1.09、

Table２　親への感情項目の因子分析結果

第１因子 第２因子
父親への
肯定的感情

母親への
肯定的感情

父親への
否定的感情

母親への
否定的感情

何かする時には父親／母親に励ましてもらいたい .753 .832
父親･母親は私の心の支えである .667 .676
何か重要な決定をする時には父親・母親に意見を求める .668 .713
父親・母親に私の気持ちを常にわかってもらいたい .650 .665
辛い時･悲しい時には父親・母親のことを思い浮かべる .597 .587
困ったときには父親・母親にこれでよいかきく .596 .515
父親・母親とは意見が対立することが多い .766 .689
父親･母親のことをうっとおしく感じる .722 .746
父親・母親とはわかりあえない部分がある .716 .756
父親・母親に心が傷つくことを言われる .645 .515
父親・母親は私の生活に口出しする .592 .628
父親･母親と話す時には気を使う .447 .475

寄与率（％） 37.65 35.05 18.20 19.11
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女子の平均値：2.80、ＳＤ＝1.06、ｔ値＝2.13　
ｐ＜.05）、「父親はすごい！すごかったね！と
いってくれる（くれた）」（男子の平均値：2.43、
ＳＤ＝1.03、女子の平均値：2.72、ＳＤ＝1.07、
ｔ値＝2.26　ｐ＜.05）「母親はすごい！すごか
ったね！といってくれる（くれた）」（男子の平
均値：2.54、ＳＤ＝1.05、女子の平均値：3.02、
ＳＤ＝.96、ｔ値＝3.96　ｐ＜.001）の３項目に
おいて女性の平均値の方が男性よりも有意に高
かった。（2）同様に父親と母親別に10項目につ
いて主因子法からバリマックス回転を実施する
因子分析をおこなった。父親のデータを分析し
た結果、第１因子では「父親はよくどなる」「バ
カとか頭が悪いとか言われる」などの５項目で
因子負荷量が高かったので「父親のけなすしつ
け」因子と命名した（因子寄与率は36.5％）。次
に第２因子では「父親は私のよいところをほめ
てくれる（くれた）」「父親はすごい！すごかっ
たね！といってくれる（くれた）」などの５項目
で因子負荷量が高かったので「父親のほめるし
つけ」因子とした（因子寄与率は25.0％）。さら
に母親のデータも同様の方法により因子分析を
した結果、父親同様の結果が得られたため「母
親のけなすしつけ」因子（因子寄与率は34.0
％）、「母親のほめるしつけ」因子と命名した

（因子寄与率は25.8％）。これら５項目の素点を
合計し項目数で割って合成得点をそれぞれ算出
した。内的整合性を検討するために各合成得点
のα係数を算出したところ「けなすしつけ」の
α係数は父親が．787、母親が.775、さらに「ほ

めるしつけ」のα係数は父親が.880、母親が
.872という高い値が得られた。

（4）�現在の生活満足感に親への肯定的感情・否
定的感情はどのような影響を与えている
のか？

青年が現在の生活に対しどの程度満足して生
活しているのだろうか？そしてその生活の満足
感は父親あるいは母親への感情とどのように関
連しているのだろうか。その満足度を大学生活
への満足度、友人関係への満足度、親とのかか
わりへの満足度そして“私は現在、幸せである”
という幸福感全体を尋ねた項目を設定し尋ね
た。次にこれら４項目の素点を合計し項目数で
割った合計得点を男女別々に算出しハッピィー
得点とした。そしてこのハッピィー得点を従属
変数に父親への肯定的感情得点、母親への肯定
的感情得点、父親への否定的感情得点、母親へ
の否定的感情得点を説明変数とした重回帰分析
を男女別におこなった。その結果、女子の重回
帰分析においてのみ信頼性のある分析結果を得
ることができた。女子の重相関係数の２乗は
.112、分散分析の結果のF値が7.75であり0.1％
水準で有意であった。有意な標準偏回帰係数が
得られたのは、母親への否定的感情得点におい
て負の数値（−.182　ｐ＜.05）が、父親への肯
定的感情得において正の数値（.248　ｐ＜.01）
が得られた（図１）。この結果、女子の場合の現
在の幸福感は母親に対して否定的感情をいだい
ていないこと、父親に対して肯定的感情を強く

母親への否定的感情

母親への肯定的感情

父親への否定的感情

父親への肯定的感情

現在のハッピィー得点

－1.82＊

.248＊＊

*p＜.05，**p＜.01

図１　現在のハッピィー得点を従属変数とする重回帰分析の結果（女子のみ）
（数値は標準偏回帰係数）
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もっていることがかかわっていることが明らか
になった。これは娘が父親に対して困ったとき
には相談し意見を求め、父親を心の支えとする
ことが現在の娘の幸福感や生活の満足感に大き
な影響を与えていることを示している。

分析２：無気力感の構造モデルの検討
分析２の目的は青年期にある男女の無気力感

が幼少期からの親のしつけ方略を介したエゴ・
レジリエンスとどのように関連しているかを模
索した共分散構造分析によるモデルを提起する
ことである。まず共分散構造分析をおこなうに
あたって次の手順がとられた。

（1）無気力感に関する項目の因子分析結果
青年期男女の無気力感を明らかにするために

27項目に対して因子分析をおこないその構造
を明らかにした。まず主因子法による因子分析
さらに因子間の相関が予想されたためプロマッ
クス回転を実施した。その結果、 第１因子では

「日々の生活で体がだるいと感じることがある」
「日ごろ精神的に疲れたと感じる」「毎日の生活
で疲れを感じる」「疲れて何もしたくないと思
う日がある」の４項目で因子の負荷量が高かっ
たため「疲労感」因子と命名した。第２因子で
は「朝寝坊などで授業に遅れることがある」「な
んとなく授業をサボることがある」「授業の課
題の提出が遅れたり出さなかったりすることが
ある」「大学からの連絡事項を見落としてしま
うことがある」「朝食を食べないことがある」の
５項目で因子負荷量が高いことから「怠惰な大
学生活」因子とした。第３因子では「私は自分
がつまらない人間のように思う」「日ごろ目的
のない生活をしていて自分がだらけていると感
じる」「自分が一人ぼっちだという寂しさを感
じる」「私を本当に理解してくれる人は少ない
と感じる」「私は自分から進んで物事を行う熱
意がないと感じる」の５項目で因子負荷量が高
く「自己不全感」因子とした。第４因子は「周
囲の人たちとの付き合いは退屈だと感じる」

「私は周りの人たちは面白みに欠けると思う」
「私には本当に困ったときに助けてくれる人は
少ないと思う」「周りの人は助けを求めれば応
えてくれると思う」（逆転項目）の４項目で負荷

量が高いことから「疎遠な人間関係」因子とし、
さらに第５因子では「自分の将来を真剣に考え
る気になれない」「自分の将来を考えるとうん
ざりする」「私の未来には希望がもてない」の３
項目で因子負荷量が高かったので「不明確な将
来」因子と命名した。第６因子では「スナック
菓子（例：ポテトチップス）などを食べる」「フ
ァーストフード（例：マクドナルト）を食べる」

「コンビニやスーパーで買った弁当やおかずを
食べる」の３項目で因子負荷量が高かったので

「手軽な食事形態」因子とした。最後の第７因子
では「私は何事にも前向きに取り組む意欲があ
る」（逆転項目）「私は自分らしさをもっている
と思う」（逆転項目）「私は将来の目標を持って
生きている」（逆転項目）の３項目で因子負荷量
が高かったため「意欲減退」因子とした。７因
子の説明された分散の累積寄与率は60.6％であ
った。各因子の項目素点を合算し項目数で割っ
て尺度得点を算出しさらにα係数を求めた。そ
のα係数は第１因子から順に.89、.74、.76、.68、
.76、.62、.50となっていた。

（2）エゴ・レジリエンス得点の算出
Blockによるエゴ・レジリエンス尺度は14項

目より構成されており、本尺度は１因子構造で
あるとBlockは提唱している。したがってこの
理論にそって全14項目に対して主成分分析を
行ったところ、項目10（私は普段、慎重に考え
てから行動するほうだ）の因子負荷量が著しく
低かったため、この項目を削除して再度主成分
分析を行った。その結果、小野寺（2008）の結
果と同様に13項目のすべてで負荷量が高い１
次元構造の結果を得ることが出来た。内的整合
性を検討するために13項目のα係数を算出し
たところ.845という高い値が得られた。したが
ってこれら13項目の素点を合計し項目数で割
った合成得点を算出しエゴ・レジリエンス得点
とした。

（3）共分散構造分析によるモデルの検討
親の養育態度とエゴ・レジリエンスとの関係

が無気力感に与える影響
親の養育態度として本研究で使用した幼少期

からの「けなすしつけ」と「ほめるしつけ」が
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どのようにエゴ・レジリエンスに影響を及ぼ
し、そのエゴ・レジリエンスが無気力感とどう
関係しているのかについてのモデルを構成し、
そのモデルの適合度について共分散構造分析を
実施し検討した。そのモデルでは観測変数の幼
少期からの「父親のけなすしつけ」「母親のけな
すしつけ」「父親のほめるしつけ」「母親のほめ
るしつけ」が「エゴ・レジリエンス」を説明し、
その「エゴ・レジリエンス」が潜在変数の「無
気力感」を説明するというものである。無気力
感の指標は「疲労感」「怠惰な大学生活」「自己
不全感」「疎遠な人間関係」｢不明確な将来｣「手
軽な食事形態」「意欲減退」である。分析は変数
の配置のみを同じにし、変数間のパスの値、こ
れらの変数の誤差の分散は同じであるという制

約をかけずに、男女の多母集団による同時分析
を実施した。共分散構造分析で使用する尺度間
の相関をTable3に示した。

変数間のパス係数（図２、図３）
標準化解で示された変数間のパスの係数をみ

ると、女子の場合は幼少期からの「母親のほめ
るしつけ」から「エゴ・レジリエンス」へは.29、

「エゴ・レジリエンス」から「無気力感」へは 
－.73というパス係数が得られた。また潜在変
数「無気力感」から７変数へのパスを検討した
ところ、「自己不全感」へ.73、「意欲減退」へ.68
という比較的高いパス係数が得られた。エゴ・
レジリエンスが自己不全感や意欲衰退を抑制す
る働きをしていることが示唆される。

Table3　共分散構造分析で使用した下位尺度間の関連（相関係数を示す）（男性＝91名、女性＝250名）

1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

１．疲労感 ------
------

２．怠惰な大学生活
男 .306***

女 .288***

３．自己不全感
男 .616*** .299**

女 .464*** .130*

４．疎遠な人間関係
男 .440*** .224*  .453***

女 .227***  .449***

５．手軽な食事形態
男 .217* .315**  .232*

女 .159* .266***  .198*

６．不明確な将来
男 .499*** .388***  .523***  .262**  .309**

女 .242*** .222***  .294***  .258***

７．意欲減退
男 −.286**

女 .156*  .334***  .276***  .265***

８．�エゴ・レジリエン
ス

男 −.429***

女 −.189** −.370*** −.306*** −.541*** −.132*

９．�幼少期からの父親
のけなすしつけ

男  .421***  .269**

女  .144*

10．�幼少期からの母親
のけなすしつけ

男  .366***  .241* −.244* .771***

女 .139*

11．�幼少期からの父親
のほめるしつけ

男  .212* −.212* .264**

女 −.135* −.190** −.180** −.193* .208*** −.205***

12．�幼少期からの母親
のほめるしつけ

男  .224* −.236* −.330***  .717***

女 −.238*** −.251***  .227*** −.231*** .257*** −.156*  .728***
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図２　幼児期のしつけ方略、エゴ・レジリエンスおよび無気力感の関連
（共分散構造分析によるモデル：女子）

図３　幼児期のしつけ方略、エゴ・レジリエンスおよび無気力感の関連
（共分散構造分析によるモデル：男子）

幼少期からのしつけ方略

幼少期からのしつけ方略
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一方、男子の場合は「母親のほめるしつけ」
から「エゴ・レジリエンス」へは正の有意なパ
ス係数（.40）が得られているが、「母親のけな
すしつけ」から「エゴ・レジリエンス」へも負
の有意なパス係数（−.42）が得られていた。女
子とは異なり母親からほめられるだけではな
く、母親からけなされるようなしつけを受けて
育ってきていないことが男子のエゴ・レジリエ
ンスを高めることに影響を与えているようであ
る。また「エゴ・レジリエンス」から潜在変数
の「無気力感」へは−.31という５％水準で有意
な数値が得られている。「無気力感」から７変数
へのパスでは「自己不全感」へ.78、「疲労感」
へ.76、「不明確な将来」へ.70、「疎遠な人間関
係」へ.63、「怠惰な大学生活」へ.38という比較
的高いパス係数が得られた。x2検定の帰無仮説
は棄却されず、適合の指標は許容されうる値が得
られた。モデルの適合度はx2＝191.3, p＜.001、
GFI=.906、AGFI=.853、CFI=.774、RMSEA＝
.052であった。

総合考察
本稿では親子関係が青年期後期の男女の生活

意識とどのようにかかわっているのかについて
検討した。青年の生活意識は現在の生活への満
足感（分析１）と無気力感（分析２）という視
点から検討した。分析１では青年期後期の男女
の父親・母親に対する肯定的感情と否定的感情
および親から受けてきたこれまでのしつけ方略
の評価について検討した。その結果、女子は父
親に対しても母親に対しても困ったときには親
からの承認を求めたり、気持ちを理解してほし
いと思い、両親を心の支えとしていることが明
らかになった。その一方の否定的感情は男女で
有意差は認められず、男性も女性も同程度、親
に対して否定的な感情をいだいている傾向がみ
られた。青年期になるとそれまでとは違って親
に対して反抗的な態度をとり親と口をきくのも
うっとおしいと感じる青年が多い。本稿の分析
では親がいろいろ口出ししてくるのをうっとお
しく感じ意見が対立する程度が男女で同程度で
あったが、これは青年期の親子関係の特徴を示
す結果であったと理解できよう。また女子は困
ったときには父親や母親に意見を求めたり、辛

い時には親のことを思い浮かべる傾向が男子よ
りも強かったが、否定的な側面では性差がみら
れなかった。この結果は、女子の方が父母を心
の支えとし親との情緒的結びつきが強いことを
示している。

次に青年の友人関係の満足感、大学生活の満
足感、親との関係の満足感そして生活全般の満
足感という側面からなるハッピィー得点を算出
し、そのハッピィー得点がどのような親への感
情によって規定されているのかを重回帰分析に
よって明らかにした。その結果、女子の場合は
母親に対して否定的感情が強くないこと、父親
に対して肯定的感情を強くもっていることが現
在の生活の満足感にかかわっていることが明ら
かになった。娘が父親に対して困ったときには
相談し励ましてもらったり意見を求め、父親を
心の支えとすることが現在の娘の幸福感や生活
の満足感に大きな影響を与えていることは興味
深い結果であった。父親が娘の成長にどのよう
な 影 響 を 与 え て い る の か に つ い て 小 野 寺

（1984）は研究している。その研究結果から異
性としての父親がどのような態度を娘の前でと
るかが娘の異性観の形成に影響を与えることが
明らかになっている。今回の研究では、同性の
母親ではなく異性の父親との肯定的な情緒的結
びつきが強いことが、娘の生活満足感や幸福感
に大きな影響を与えていることが示された。こ
の結果は今後の父娘研究を推進させる上で大き
な成果であった。しかしながら息子のハッピィ
ー得点と父親・母親への肯定的・否定的感情の
いずれもが統計的に有意にかかわっていなかっ
た。男子の場合は親との関係以外の要因が現在
の幸福感に影響していることが考えられるの
で、今後はそうした点についても検討していき
たい。

分析２では近年、無気力な青年たちが増え続
けているという現状にあって、どのように親子
関係が青年期の無気力感に影響を与えているの
か、その場合にエゴ・レジリエンスが果たす役
割がどのようなものかを共分散構造分析をおこ
ない検討した。その結果、幼少期からの母親の

「ほめるしつけ」方略がエゴ・レジリエンスを高
め、そのエゴ・レジリエンスが無気力感を軽減
させることにつながっていることが示された。
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さらに男子の場合、母親から無視されたり、叩
かれたりといった ｢けなすしつけ｣ を幼い頃か
ら受けていないこともエゴ・レジリエンスを高
めることに関連していた。青年の無気力感を軽
減させるには、親の養育態度が直接かかわるの
ではなく、エゴ・レジリエンスの高さが無気力
感の軽減につながっていくことになるのであ
る。このことからエゴ・レジリエンスをいかに
高めるかが若者の無気力の軽減には有益である
といえよう。

幼児をもつ母親のエゴ・レジリエンス と養
育 態 度 と の 関 連 を 検 討 し た 小 野 寺 の 研 究

（2008）では、エゴ・レジリエンスが高い母親
は子育てにあまり後悔することなく、自信をも
ち柔軟に子どもに対応していることが明らかに
されていた。さらに同傾向が強い場合、子ども
を叩いたり、「バカだね」「役立たず」と子ども
のことをけなすしつけをしていない傾向も示さ
れている。今回は親自身のエゴ・レジリエンス
の高さを測定していないので、今後は親自身の
エゴ・レジリエンスを直接測定し、親から子へ
のエゴ・レジリエンスの影響について研究を深
めていきたい。

以上、考察してきたように父親よりも母親が
「ほめるしつけ」を幼少期から積極的におこな
うことで子どものエゴ・レジリエンスは高めら
れ、そのエゴ・レジリエンスによって嫌なこと
やめんどくさいことにも積極的にかかわり、毎
日の生活に希望を持って前向きに生きていこう
とする気持ちが形成されていくことが提起され
たと考えられる。現代の親たちは子育てにおい
て子どもをほめるよりも叱ることの方が多い。
どのようにすれば母親が子どものよさを見い出
し“ほめるしつけ”を実践できるようになるか
を心理学は考えていく必要がある。
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【Abstract】
　The purpose of this study was to examine the relationships between father-child and 

mother-child emotional ties and the university students’ happiness and apathy.Ｉｎ the study 
one,positive and negative feelings towards fathers and mothers were analysed  from the 
standpoint of sex difference.Female students showed the stronger positive feelings towards 
fathers and mothers than male students. But the　significant difference between both sexes 
was not found on the negative feelings .In case of females, slightly weak negative feelings 
towards mothers and positive feelings towards fathers exhibited the strong relationship to the 
current daily happy feelings. So, in order to have the satisfying feelings,women need to 
construct the　close ties with their fathers. On the study two, the relationships between 
students’apathy and parents’ child rearing attitudes and ego-resilience were examined by 
using the convariance structure model. This result showed that mothers’ praising child 
tended to raise the ego-resilience and this ego-resilience helps to reduce the apathy.

keywords : �ego-resilience, apathy, positive emotion toward father/mother, negative emotion 
toward father/mother.




